
 

家族に「神のかたち」を取り戻そう/関真士（ハワイのホノルル・キリスト教会牧師） 

子育てワンポイント  

 

両親のつとめ② 

 

両親との関わりの中で、私の人格が傷つき、 

人との関係、自分の生き方のすべてに 

根本的な影響を与えていたのです。 

しかし、すべての解決は十字架にあります。 

 

 
 

「愛」と「義(正しさ)」が一つになってこそ、子どもの 

人格はバランスよく成長してゆきます。夫婦の一致は、父性と母性、すなわち

義と愛を一つのものとして示すことになります。反対に、夫婦の分裂は、愛と

義の分裂を意味します。厳しいだけの親には恐れを抱き、優しいだけの親に

対して侮るようになってしまいます。 

しかし現代は夫婦の危機の時代です。読者の方の中にも、先の文章を読

んで心がチクッと痛んだ方がおられるかもしれません。夫婦が一つになれな

いという痛みと悩みを抱えている方は大勢おられます。しかし、希望がありか

す。人間の罪と弱さの中にこそ、キリストが輝きます。 

前述のように、私（関真士）の両親は、私が高校一年生の時に離婚しまし

た。夫婦の分裂です。そのゆえに私の人格も分裂し、私の人格形成に大きな

ハンディをもたらせました。神が分からず、自分も分からず、律法的になった

り、いい加減になったり、バックボーンのないクラゲのような存在になりました。

両親との関わりの中で、私の人格が傷つき、人との関係、自分の生き方のす

べてに根本的な影響を与えていたのです。 

しかし、すべての解決は十字架にあります。「愛」と「義」、この正反対に見

える二つの概念が一つに統合されたところ、それがキリストの十字架なので

す。 

 
人格とは、人が自分で考え、判断し、選択し、その結果を得ること…。子育てというと、何を教え

るか、何を学ばせるか、教育法やマナーに注目しがちですが、「人格」がバランスよく成長すること

に、少し重点を置いてみたいち思いました。K 

 


